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上肢の動脈に関する研究は古来比較的多く，単に
成人の動脈についてのみでなく，比較解剖学的に
も，発生学的に．も精細に研究されている。このう
ち人の上肢動脈における破格については，E．．
MUIIer’）の瑞典人胎児並びに成人についての研究
と，足立2）の日本人における彪大な資料による研
究が双壁というべきであるが，その後森3）が両氏
の研究に基いて日本人胎児の多数について観察
している。上肢の動脈破格のうちで系統発生的に
も，また臨床的にも最も興味があるのは上肢の屈
側に見られる浅在性の動脈で，この破格の種々相
は上記の2文献に詳述されている。
　ところで著者等は昭和29年度の解剖実習にお
いて，文献に見られな：い稀有な形式を示す上肢の
浅在性動脈を有する1邦人屍を剖検する機会を得
．たのでこれを報告する。
　　　　　　　観察所見
屍体番号．138：69才日本人男性屍，右上肢
　本例の破格動脈を概観すれば，上腕動脈のほぼ中央から
分枝して表在性に上腕からさらに前腕中央を下行し，横手
根靱帯の下を正中神経と相並んで通り手掌に達する動脈で
ある。この際尺骨動脈が欠如し，この破格動脈が手掌にお
いて全く尺骨動脈の代役をしている例である。
　即ち本破格動脈は上腕動脈のほぼ申央（肩甲下動脈の起
始から約10cm遠位側）でその内側壁から分岐し，深部に
位する上腕動脈の本幹の内側を下恥し，尺骨神経を内側方
から取巻く如く経過し，この神経の前を横切つたのち上腕
動脈本幹とほぼ平行して下る。典いで肘関節附近において
上腕筋の上で正申神経の前を斜に横切り，二頭筋腱膜の下
で円回内筋と事事手根屈筋の前面を下卜し，前腕の申央で
は浅指屈筋の上で僥側手根屈筋の尺側縁を極めて表在性に
下る。さらに動脈は長掌筋の腱の下をとおり，同腱の尺側
縁にあらわれ，ここで正中神経と相並んでその尺側を走り，
そのまま神経とともに横手根靱帯の下，即ち手根管をとお
って手掌に至る。手根管を通過して間もなく浅枝と深枝に
分岐し，浅枝は歯骨動脈と浅側弓を形成することなく3本
の総掌側指動脈を出し，これはさらに示指の尺側から4脂
の擁側に至る固有掌側指動脈に分れている。深枝は小指の
尺側に至る固有指動脈を出した後，澆骨動脈と深掌弓を形
成している。
　なお，本例における上腕動脈本幹は，肘窩において僥骨
動脈と総骨間動脈に分枝し尺骨動脈は認められなかったが，
肘窩において総骨聞動脈から尺側反回動脈及び尺側手根屈
筋に分布する筋枝を滋出している。総骨間動脈は次いで背
側並びに掌側骨間動脈に分れるが，正中動脈の存在は認め’
難い。擁骨動脈は正常の経過をとり，手掌においては母指
主動脈から母指の両側に至る指動脈と澆側恭指掌側動脈を
出すとともに前述の破格動脈とともに深掌弓を形成してい
る。平骨神経，尺骨神経並びに正中神経の経過にば異常ほ
認められない。その外この屍体の他の領域には特記すべき
破格は存在していない。
　なお本破格動脈の太さは上腕前腕ともほぼ同一の径を以
て経過し，上腕においては上腕動脈本幹の約1／3，前腕に
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おいては擁骨動脈よりやや小で，上腕の下部で上腕二頭筋
に分布する1筋枝を出す外分枝を認めず，2本の雪行静脈
を伴なっている。
総括及び考按
　上腕動脈は人では正中神経膠蹄より深部を走るのが普通
であるが，多くの哺乳類においては寧ろ正中神経より浅在
性に走っている。L．　Bayer4）は上腕動脈を正中神経に対
する位置関係からA．brachialis　superficialisとA。　bra－
chialis　pgofundaに分類した。　E．　Schwalbe5）はさらに
このAbrachialis　superncialisの起始が正中神経係蹄
の近位側にあるか，遠位側にあるかによってA．　brachialis
superf．　superiorとinferiorを区別し，　Mttllerはこの
外mediaとimaを加えている。足立は日本人の動脈の
研究においてさらにA．brachialis　superficialisのk蚤過
が尺骨神経の内側にあるか，外側にあるかによってA．
brachialis　superf，　medialisとlateralisと区別し，そ
の起始の高さからsuperior，　media及びinferiorに分
類し，併せて6型を記載している。著者等の例はその左中
神経係蹄と尺骨神経との位置関係かち足立のA．brachia・
Iis　superficialis　medialis　inferiorに相当する破格であ
る。
　人におけるA．brachialis　superficiailsの存在はそれ
ほど珍らしいものではなく，足立は日本人410例の調査で
106例（25．9％）に，森は日本人胎児208例中62例（29．8％）
にこの破格動脈を認め，　MUIIerは端典人胎児200例で
38．0％，成人100例で27．0％に存在するといっている。こ
の人に見られるA、brachialis　superfi¢ialisを足立の106
例について見ると，その大部分（68例）．においてはこの動
脈が主役をなして踏外及び尺骨動脈を出していて，Bayer
のA．brachialis　profunda　lこ相当する動脈は既に上腕に
おいて退化消失している。これに対しA．brachialis　su－
perficialisとprofundaの両者がいずれも前腕に及ぶも
のが38例であるが，この内著者等の例の如くA．brachia－
lis　superficialisがそのまま前腕の浅在性の動脈として継
．馴している例は僅かに5例（1．2％）にすぎない。なお著者
等の例の属するA：brach三alis　superf．　medialis　lllferior
という型式は，足立，森及びMUIIerの資料ではいずれも
最も稀な形式で，それぞれ2例ずつ観察されているのみで
ある。
　次に前腕を極めて浅在性に走る藪脈の破格については，
これをMUIIerはA．　antibrachii　superficialisと命名
し，足立はA．antebrachialis　volaris　superficialisと
名付けた。足立の定義に従えば，この動脈は円回内筋と艶
聞手根屈筋の上を走るもので，あるものは更に二腹筋腱膜
の上を走るという。前腕の遠位半に至るとこの動脈は或は
尺側に向って，尺骨神経に随伴して手掌に至り，或は真直
ぐ前腕の中央を下行し正中神経に随伴して走る。この同伴
する神経によって足立はA．antebrachialis　super且cialis
ulnaris及びmedianaを区別している。なお足立はこの
前腕の浅在性動脈は必ずA．brachialis　superficjalisの
継続として存在するもので，本来の一．ヒ腕動脈或はA．bra－
chialis　profundaから起ることはないといっている。
　ところで著者等の観察した破格動脈はA．brachialis
superficialisとして上腕動脈より分れ，二腹筋腱膜の’下
で円回内筋と内側手根屈筋の上を通り前腕の中央を下行し
正中神経に伴なって手根管を通り手掌に達するその経過か
ら明かに足立のA．an七ebrachialis　volaris　superficialis
medianaに相当するものである。足立は410例の観察
で13例のA．an七ebrachialis　volaris　superficialisの存
在を認めたが，うち5例ほ前腕の中央で既に消失する微
弱な動脈で，8例（2冊子がA．antebrachialis　superf．
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medianaであった。著者等の動脈の手根に至るまでの
．経過は足立及びMUIIerの観察例に認められたものと全
く一致しているが，特異なのは手掌における状態であ
る。従来A．antebrachialis　superf．　mediana或は強く
発達した正中動脈が手掌に分布する場合には擁骨，尺骨両
動脈により形成される浅掌動脈弓に加入するか，或は退化
した澆骨動脈に代って手掌の擁側半に分布するといわれて
いるもので，足立はこの動脈が正中を越えて尺側に至るこ
とは全くないといい，MUller及び森の記載でも著者等の
例の如く尺骨動脈の代役をしている例は見られない。E
Schwalbe6）は前腕動脈の比較解剖学的研究で，正中動脈
が退化すれば尺骨鋤脈が発達し，両血管の形成においては
交代的な関係が存在すると述べているが，少なくとも人の
動脈においては正中動脈が尺骨動脈と交代するという例は
古くW．Krause7）に記載されている全ての手掌動脈が正
中動脈から形成されるというBlandin（1838）の1例以外
には全く認められていない。なお著者等の例では尺骨動脈
が欠如しているが，．従来の記載では尺骨最脈の欠如するの
はA．antebrachialis　superficialis　ulnarisの存在する
場合であって，A．　antebr．　superf．　medianaの場合には
常に尺骨動脈6t）存在が認められている。本来の尺骨馬引並
びに浅在性の尺骨動脈ほいずれも尺骨神経に伴ない，横手
根靱帯の上を通って手掌に達しているもめである。著者等
の動脈はその手掌における分布と尺骨動脈が欠如している
ことからAL　an七ebr．　superf．　ulnarisが位置を換えて回
申神経ととも．に手根管を通過した稀らしい例であるとも考
えられるが，比較解剖学的見地から正中蜀脈が尺骨動脈と’
交代するという可能性も考えられるので，一応その経過に
従ってA．brachialis　superf．が延長してA．　antebra・
chialis　superf．　medianaとなったものであると解釈した
い。尾持8）はA．antebrachialis　superf．　medianaが手
根においてその位置を変え尺骨神経とともに横手根靱帯の
上を走り手掌に分布している1例を報告し，A．　antebr．
superf．　ulnarisとmedianaの中聞型と称している。なお
足立及びMUIIerは各1例，　A．　an七ebrachialis　superf．
medio－ulnarisと命名されている例を観察している。これ
ほ前腕中央部を浅在性に下行した動脈が手根近くで2分
し，1は手根管を正中神経とともにとおり，他ほ尺骨神経
とともに走って手掌に至るもので，この2例及び尾持の例
はいずれも尺骨動脈を欠如し，著者等の例に近似している
が，正中神経に伴なう動脈が尺骨動脈の領域に分布すると
いう特異な経過は示していない。
結 論
　1．著者等は．1邦人男性屍の右上肢で稀有な形
の浅在性動脈破格を見出した。　　　・
　2．　この破格動脈は上腕のほぼ中央で上腕動脈
から分れ，真直ぐに下行して正中神経とともに手
根管をとおって手掌に至るもの．で，足立の命名に
従えば，A，　brachialis　superficialis　medialis　in－
feriorが延長してA．　antebrachialis　super丘cialis
函edianaとなったものである。
　3．手掌においては動脈は示指の尺側から小指
に至る領域に分布し，且つ榜i骨動脈と三二弓を形
成しているが，この種の破格が尺骨動脈と交代し
ている例は未だ文献には認められない。
　 　　　　　　　　　　　　　　（昭和30．1，8受働
Summary
　　A　rare　case　of　superficial　artery　of　the　upper　limb　was　observed　in　a　Japanese　male
cadaver．
　　The　anomalous　artery　rose　from　the　brachial　artery　and　descended　straight　to　the
palm．　ln　the　forearrn　it　ran　on　the　surface　of　the　flexor　muscles　and　later　was　accom－
panied　by　the　median　nerve，　At　the　wrist　it　passed　through　the　carpal　canal　together
with　the　median　nerve　to　reach　the　palm．
　　According　to　Adachi’s　nomenclature　this　artery　belongs　to　the　A．　brachialis　superfi－
cialis　medialis　inferior　in　the　upper　arm，　and　to　the　A．　antebrachialis　superficialis　me－
diana　in　the　forearm．
　　This　case　is　characterized　by　the　distribution　of　arteries　in　the　palm，　where　the
ulnar　artery　is　absent，　being　replaced　by　the　anomalous　artery　in　question．
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